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え

主
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こ
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主

一

T
F
一
式
会
は
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今
金
町
に
と
り
ま
し
一
新

し

忽
E
引
孔
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及

t
i
r
G官
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e
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二
三
日
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r
凡
才
a司
弓

↑
て
は
勾
晶
画
で
あ
り
ま
す
が
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一
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町
付
と
し
て
は
初
め
て
白
催
一
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交
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晶
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月

上
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さ

ま
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万
君

臨

家

主

主

月

一
日
か
ら
実
施
き
れ
ま
す
-

j
和
式
は
一

}
p
f

一市
長
野
私
立
古
川
崎
が
刊
誌
廿

一
件
い
も
の
で
あ
っ
た
と
確
畑
止

の
国
民
が
生
活
上
3
基
本
十

一て
竪
り
ま
す

。

一

ル
を
司
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
今
世
橋
授
功
祝
賀
山
田
貴
行
邸
・
は

.
2玄八
幡
宮
祭
典
吉
中
心
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
緒

。

一

今
回
目
協
賛
行
事
に
際
し
ま
一
大
切
な
乙
と
が
ら
を
き
め
て
お

。

行
事
が
盛
大
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た

・

。

一

νて
は
、
海
上
自
衛
隊
、
青
函
一り
を
す
・

。

AE
由
、
諸
行
事
に
際
L
、
指向
上
自
衛
隊
、
帝
国
局
-
N
H
K
、
北
禅
譲
刷
凶
社
、

。

一局
、
N
H
K
、
北
海
主
新
聞
社
一

改
正
さ
れ
た
、
主
な
点
は
次

。

北
海
タ
イ
ム

ス
社
、
函
館
パ
ス
会
社
姶
品
、
町
内
外
の
時
係
者
名
位
の
多
大
な
協
力

。

一.
品
館
パ
ス
、
並
に
町
内
舛
由
一司
よ
う
な
も
の
で
す
.

。

を
賜
り
、
併
せ
て
、
地
元
今
宣
町
社
会
学
級
は
じ
め
町
畏
各
位
の
絶
大
な
る
伺
協
力

。

一工
察
時
間
負
業
者
各
位
よ
り
多
犬
一①
歩
行
者
間
開
設
の
徹
底

。
と
毎
支
援
と
に
よ

η
諸
行
事
を
盛
大
に
か
つ
滞
り
な
〈
終
T
さ
せ
て
裁
き
ま
し
た
事

。

一の
御
協
刀
を
防
り
、
併
せ
て
地
一

彦
行
者
が
横
断
歩
道
主
通
行

。

E
衷
心
か
ら
阻
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
.

。

一元
今
金
婦
人
学
級
の
皆
様
等
よ

一し
て
い
る
と
き
は
、

車
は
必
ず

O
な
軒
、
今
金
崎
震
構
式
も
十
月
六
日
記
決
定
設
し
ま
し
た
の
で
、
建
設
省
平
北
海
道

。

一
り
絶
大
な
御
協
力
と
御
支
援
を
ご
時
止
る
か
徐
行
し
て
保
護
L

O
開
発
局
な

E
関
係
-
石
多
数
を
迄
え
三
夫
婦
に
よ
る
夜
摘
、
路
行
列
、
町
内
土
木
功
労
。
一
鳴
り
、
今
回
目
諸
行
事
を
盛
大
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J
」の
反

。

者
等
白
表
彰
を
併
せ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す

-

o

一
に
豪
華
正
誇
り
な
く
終
了
さ
せ
一
証
歩
行
者
の
正
し
い
横
断
、も
援

一て
い
た
だ
い
た
事
に
対
し
ま
し
一務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
・

安

部

町

隻

談

一隊
の
街
頭
行
進
も
中
止
心
干
む
一語
く
予
定
コ
!
ヌ
白
変
更
な
ど
一て
心
か
ら
釘
礼
申
上
げ
副
次
第
一②
遜
学
児
童
・
幼
児
白
保
護

。

十
九
、
二
十
、
二
十
一

日
と
一な
き
に

E
り
、
文
‘

N
H
K
モ
一あ
り
ま
し
て
、
と
れ
又
皆
雄
也
一
で
あ
り
ま
す
・

ド

小
学
校
、
幼
稚
園
に
空
ノ
児

三
日
間
巨
亘
っ
て
操
り
ひ
ろ
げ
一白
他
の
銅
協
力
に
よ
る

「
畏
揺
一御
期
待
に
反
し
た
事
を
残
念
に

一

号
宜
容
箆
横
式
も
十
月
六
五
重
が
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
属
所
を

ら
れ
ま
し
た
・
今
世
橘
竣
功
祝
~の
タ
』

と
『
今
金
菅
原
発
表
会
一思
っ

て
居
り
ま
す
a

一
と
決
定
し
ま
し
た
白
で
目
下
準
通
う
ろ
う
と
す
る
とお
え

そ
由

貿

協

賛

行

て

祭
典
最
終
日

一』
も
会
場
変
更
白
出
む
な
き
状
一

し
か
し
第
二
日
か
ら
は、

絶
一舗
を
進
め
て
居
り
ま
す
が
豪
華

書

に

居

合
せ
た
人
は
維
で
も

夜
由
、
圧
巻
け
ん
ら
ん
た
る
花
一態
と
な
り
折
角
の
皆
犠
の
御
銅一
好
白
快
晴
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
一な
装
い
金
こ
ら
し
て
、
曹
織
由

一互
に
歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う

火
大
金
を
以
っ
て
.
盛
会
裡
に

一符
に
添
え
な
か
っ
た
白
は
、

鼠
一多
移
な
惜
し
の
た
め
、
町
内
は
一橋
と
し
て
、
町
民
自
跨
り
と
し
夜

襲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

終
了
致
し
ま
し
た
事
は
、
皆
峨
一に
残
念
に
思
っ
て
屠
り
ま
す
.
一も
と
よ
り
、
隣
接
町
村
か
ら
も
一て
、
そ
白
書
を
お
見
ぜ
す
る
臼

一⑤
路
よ
遊
び
巴
禁
止
9
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に
喜
び
に
培
え
な
い
次
第
一

第
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目
白
今
金
音
型
限
り
パ
一多
数
来
b
れ
遂
に
、
関
町
以
来
一白
感
撒
を
想
い
つ
つ
¥
取
引
淑
え
「

児
輩
、
幼
児
生
道
路
ば
か
り

で
串
り
ま
す

一レ
1
Er
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
一最
高
白
人
描
を
見
ま
し
た
事
は
一ず
町
民
自
皆
撮
は
じ
め
、
今
回
一で
な
く
、
踏
切
り
ゃ
そ
白
附
近

商
事
第

-
日
は
折
感
し
〈
佐
一日
の
天
候
と
う
っ
て
変
っ
た
快
一誌
に
欣
快
に
堪
え
な
い
次
第
で
一
の
協
賛
行
駅
に
御
協
力
下
さ
し

一で
遊
ば
せ
て
は
、
な
ら
一
な
い
こ

目
白
爾
で
、
は
る
ば
る
来
町
さ
一時
と
な
り
ま
し
た
も
由
¥

朝
一
あ
り
ま
す
。

一ま
し
た
各
位
に
厚
〈
御
礼
申

L
Eに
な
り
ま
し
た
・

れ
た
、
大
轟
海
上
自
衛
隊
音
楽
一目
白
雨
白
た
め
.
遭
路
状
態
が
一

し
か
も
、
最
後
量
飾
り
ま
し
一土
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
・
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一
前
年
金
と
が
あ
句
ま
す
が
、
臣
官
一
環
拠
出
制
白
み
と
し
ま
す
と
、
一

ら
な
い
人
た
ち

2
官
制
適
用

一金
士
か
け
る
但
出
制
度
目
年
金
一司令一
心
と
ま
ど
き
の
財
時
事
情
の
一
被
保
険
者
)

一が
、
こ
の
制
皮
白
中
心
で
、
揖
↑緊
密
を
ま
と
も
に
受
け
‘
突
発
一

わ
が
国
民
住
所
を
有
す
る
二

一見
出
制
年
金
(
福
祉
年
金
}
は

一的
た
財
岡
田
問
要
の
た
め
年
金
白一

十
才
以
上
六
十
才
ま
で
の
日

一掬
出
制
の
年
金
が
始
ま
る
ま
で
一額
も
怠
に
引
き

7一
げ
ら
れ
た
り
一

本
国
民
は
.
原
則
と
し
て
全

一の
つ
花

F
と
し
て
・
文
処
刑
制一
一一ま
尼、

生
活
程
度
的
向
上
巴
作一

て、

こ
自
制
度
に
加
入
し
な

一年
金
制
度
が
始
ま
っ

て
か
ら
も
一
い
当
然
行
な
わ
れ
る
べ
含
拾
付一

け
れ
ば
な
ら
な
い
白
で
す
が

一そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
設
け
一内
容
白
改
善
が
抑
え
ら
れ
た
り
一

と
の
制
皮

D
E
的
白
砂
と
つ

私
た
ち
は
捻
れ
し
も
元
気
で
一
で
す
・

前
に
そ

へ
た
貧
困
四
頭
一わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
，r
・

一ら

れ

た

ち

の

で

す

・

一

し

ま
す
可
こ
れ
は
社
会
保
諒
一
割
一

は、

い
づ
れ
の
苧
令
制
度
に

め
ら
い
て・

不
一耳
目
な
い
楽

L
一西
田

2功、
病
気
阜、.
失
業
丘

町
司令
、
退
識
、
生
計
中
古
車内
6
一こ
の
国
回目指
h
A
町
制
度
が
拠
出
制
一
反
と
し
て
四
国
民
主

TZ
受

精一

よ
っ

て
も
保
障
さ
れ
て
い
な

い
生
活
を
送
く
る
こ
と
を
穎
が
一
つ
い
て
は
・
鑓
康
保
険
ゃ
、
国
一死
亡
に
対
す
る
厚
出
卒

者
混
と
一生
中
心
と
し
た
白
は
前
に
も
進
一が
な
く
な
り
、
こ
の
制
皮
宏

司

い
人
た
ち
に
年
金
に
よ
る
保

は
な
い
も
但
は
お
り
ま
せ

t
一員
縫
液
保
険
.
失
業
保
検
が
実
一
品
一空
白
租
宮
司
制
度
が
そ
h
p

な
一
.へ
た
よ
う
に
叫
ん
闘
を
富
民
共
一度
が
鈎
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
勺

護

主

円
な
お
う
と
い
う
と
こ

し
か
し
現
実
由
社
会
で
は
且
た
一揖
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て、

大
一白
で
す
・
こ
の
制
度
は
全
社

2
一周
で
防
止
す
る
と
い
っ
た
考
へ

一ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ

ろ

屯

あ

る

の
で
す
か
ら
次
白

句
白
そ
う
い
っ
た
瓢
い
と
は
裏
一
き
な
首
困
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
一と
か
公
海
員
と
か
勤
め
て
い
る
一方
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
か
ら
一
っ
て
援
出
制
が
申
心
と
な
る
4

制
度
に
加
入
し

t
い
る
人
た

裂
に
好
む
と
.
仔
ま
ざ
る
ζ

に
一る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
な
一人
た
ち
だ
け
が

こ
の
保
持
を
受
一
cナ
・
ニ
と
に
老
今l
白
よ
う
に

一う
巴
し
て
国
民
年
金
制
度
が
組

ち
は
.

己
申
晴
同
年
合
制
度

か
か
わ
ら
ず
・
苦
し
い
モ
し
て
一わ
ち
・
こ
れ
ら
白
保
担
毘
加
入
一け
る
自
で
す
・
し
か
し
会
社
や
一世
れ
で
も
い
つ

か
は
到
遣
し
な
一み
立
て
ら
れ
て
い
る
白
で
す
が

白

適

用

(

加
入
)
か
ら
除
か

責
し
い
生
活
を
し
な
け
れ
ぽ
な
一
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

'2
一宮
庁
に
霊

山
て
い
る
人
だ
け
で
一け

誌

な
ら
な
い
事
理

足

手
u
夏

在
す
で
に
老
令
に
な
っ
て
い

れ
ま
す
.

ら
壮
い
人
た
ち
が
お
り
、

ま
た
一て
浩
蜜
ゃ
、
失
業
中
の
一時
績
が
一
な
〈
立
た
九
月
議
れ

t
も
安
心
↑て
同
‘
的
ら
け
る
中
に
み
づ
か
一
る
人
や
技
団
制
定
に
加
え
出
来

イ
技
用
者
年
金
各
法
の
護
保

司
在
・
欠
乏
由
な
い
恵
ま
れ
た
一受
け
ら
れ
る
か
ら
4

~

す。

一し
て
的
ら
げ
る牛}一活
を
翠
ん
で
一
ら
努
A

，
一
を
し
て
出
来
る
だ
け
由一
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
世
接

険
者
文
は
組
合
員

生
活
量
し
て
い
る
人
で
も・

丘

て

自
民
量
金
制
度
の
昌
的

一い
る
司
で
す
か
ら
型
乗
や
商
宕
一
漬
え
全
3
る
と
い
う
の
が
弘
た
一
出
制
手
宣
が
昨
年
十

一
a
'ぷ
り

被

用

者
年
金
各
法
と
は

来
も
そ
の
よ
う
な
宰
湿
な
生
活
一

し
か
し
を
句

窃

実

生
軒
一
を
営
ん
で
い
る
人
た
ち
や
こ
れ
一ち
の
生
，

r
g一手
と
し
て
当
然
由
一支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
皆
様

A
厚
生
年
晶君臨
険
法

を
続
け
ら
れ
る
と
ほ
限
り
ま
せ
一中
心
者
の
死
亡
等
に
つ
い
て
と
ら
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
一
こ
と
で
は
そ
い
で
し
ょ
う
か
。
一部
主
知
也
と
お
り
で
す

・

B

扮
員
保
険
法

一
間
週
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ぇ
一た
ち
に
も
、
老
令
.
頃
疾
，
生
一

も
し
こ
の
引
交
が
無
認
出
制
一?
捜
凶
制
に
加
入
す
る
人
た
ち

C
慢
給
法

、

戸

こ
司
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
一議

苧

-れ
ら
の
原
因
に
よ
る
主
一計
中
心
者
白
死
亡
事
に
よ
る
江
一の
み
と
し
た
場
肯

て
れ
に
習
す
一

『
民
保
険
者
)

口

演
家
公
務
同
共
済
組
合

ヂ令
苦
し
い
も
の
巴
温
い
や
る
欠
一
室
白
川毘
済
方
誌
は
、
国
局、道
a
J

一主
を
防
ぐ
た
め
担
制
度
が
な
く
一る
財
訴
刀
刊
日
制
て
わ
り
ま
す
・
一

援
国
初
年
生
は
社
会
長
検
由

法

日
程

τ
-な
い
し
皇

と
な
る
原
因
は
五
接
行
な
う
生
活
保
護
が
る
と
て
は
な
h

ま
せ
ん・

一

わ
が
ヨ
白
在
令
人
口
の
増
加一

シ
ス

テ
ム
を
と
っ
て
お

つ
ま
す

E
地

方

言

誌
の
退
担
広

幸

一
ι
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

一ま
す
・

し
か
し
生
活
保
護
は
昌
一

こ
』
た
め
昨
年
団
員
ま

さ
と
は
若
レ
い
も
由
が
そ
り
ま
す
。

一す
な
わ
ち
、
法
四
一

定
要
件
に

関
す
る
様
例

一戸
え
や
、
売
輩
、
老
令
、
容
疾
一民
が
納
め
止で
説
主
か
ら
そ
町
一
費
一
が
阜
、
布
さ
れ
て
、

h
が
関
心
社
一

現
在
で
は
山
口
い
人

』巨
人
町
一
該
当
す
告
人
は

一
人
筏
ら
ず
‘

rH
一昌
吉
バ中
心
者
の
死
亡
等
が
そ
の
一
用
が
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
支一
全
保
理
制
支
の
亙
期
的
事
実
と
一訓
告
は
若
人
七
人
足
対

レ
話
人
一

二
の
制
皮
に
加
入
し
な
け
れ
ば

i
，
一何
事一
司
な
も
凸
で
す
.

一給
金
箱
駒¥

支
袷
吋
象
者
に
つ

一い
わ
れ
る
国
民
年
金
制
度
が
発
一
-
人
で
す
が
、
五

f
年
待
の
沼
一
な
り
ま
せ
ん
し
、
保
設
科
も
納

一

号
代
で
邑
た
ち
は
各
自
で
こ
一
い
て
は
‘
当
然
き
ぴ
レ
い
制
限
一
足
し
た
わ
け
で
す
。
す
な
わ
%
一利
八
十
五
年
頃
は
プ
若
い
ヘ
ニ
一め
て
い
か
な
け
れ
ほ
な
り
ま
せ

-h
b
5
立
『品
を
防
ぐ
E

」
と
に
耳
一が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
老
令
一，A
民
年
生
制
度
は
弘
た
ち
が
者
一
・
五
人
に
対
し
・
昌
人

ア
ム
ζ

一ん
。
し
か
し
芭
令
に
な
っ
た
り

一力
し
て
お
り
ま
す
が
、

貧
困
に
一‘
事
疾
と
い
っ
た
噂
因
の
事
〈
一令
、
調
疾
又
は

(ニ)

拠
出
制
露
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年
金
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ー
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ま
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ま
す
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ド
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a
a共
済
組
合

法
G
弘
立
学
時
教
現
員
共
済

組
合
注

H
公
共
企
署
体
犠
員
共
演

組
合
」法

-
吸
い
持
漁
業
団
体
積
員
共

済
組
合
法

J
置
告
議
昌
互
助
年
金
法

寺
で
す

ロ
出血用
者
年
主
各
暗
巴
ぎ
く

品
令
、
丑
母
、
障
害
年
金

司
受
給
柵
昔

ャ

一

パ
技
用
者
年
金
各
法
に
苔

ι一

E
令
、
退
内14
牢
吉
田
受
給

宵

wm溺
回
世
諒
し
て
い
る

も
の

二
校
用
者
母
金
与
訟
に
議
く

泣
長
年
金
の
受
絵
極
者

ホ
績
協
者
、
教
法
者
必
長
等

民
護
法
巴
基
づ
く
年
金
を

受
け
て
い
る
も
白

へ
右
白
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
該

当
す
る
も
の
由
配
偶
者

ト
大
学、

高
度

(定
持
制
は

除
〈
)
の崎一
生
、
生
徒

三一回

へ
続
〈

込'、
街10>.'匂

ー伽

民出品I1"全の手続きは市司村役場で



11
f
、

右
に
該
当
す
る
人
た
ち
以
外一
月
三
十
一
司
限
り
で
す
か
ら
・

-

配
偶
者
、
世
帯
主
専
が
連
市
一5
保，
M
軒

m
滞
耕
し
た
場
合
由
一
に
該
当
す
る
場
合

ヘ
法
定
一な
わ
ち
払
た
ち
が
百
円
納
め
ま
一

-
定
期
間
探
検
輯
を
納
由
主

一

)

-

は
必
ず
恕
A
し
な
け
れ
ば
な一
加
入
を
梧
草
す
る
人
は
早
め
に
一

L
て
納
付
す
る
莞
訪
日
か
あ
り
一

徴
収

一

免
時
)

一す
と
、
彊
が
五
十
円
盤
担
し
、

一す
と、

納
め
た
崩
日
に
応
口
て
一

湾

一

り
ま
せ
ん
が‘

特
に
沼
町
三
一申
込
し
て
下
さ
い
。

一

ま
ず
か
ら
、
位
保
品
訳
者
が
中
I

保
険
料
を
滞
納
し
、
翌
年一

法
官
鬼
席
は

一告
せ
て
吉
五
十
円
と
し
て
積
立
一芝
令
、
障
害
‘
母
子
、
遺
児
.一

5・
一

ー「
』、
p
a
i
-
-
t
E
7
者
一

こ
の
聞
抽
出
又
は
仰
込
が
済
み
一

付
出
来
な
い
場
舎
に
技
保
訣一

四
月
末
日

を
過
f
zす
と
由

一

H
由
民
年
金
の
附
筈
年
金
一て
亡
お
ぎ
将
来
の
年
金
を
支
払
一匁
踊
心
何
れ
か
の
年
金
が
受
け
一

一

-J
2
2
J
-
I
L
e
-
-
t
一ま
す
と
這
よ
り
国
民
年
金
三
一根
一

者
白
配
偶
者
、
又
は
惟
貯
モ
一

征
で
な
〈
現
主
で
納
付
し
な
一

文
は
母
子
福
祉
年
金
町一

号
た
め
の
も
町
と
し
ま
す
。

一ら
れ
ま
す
・

一

桁
一

五
十
才

t
こ
え
る

人
〔
明
治
一
が
交
付
さ
れ
ま
す
e

こ
の
手
帳
一
が
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・
主
た

一

受
給
極
者

:

一

こ
の
よ
う
に
国
が
大
き
な
員
一①

E
令
年
金

一

野

一

E
1
四
年
三
月
三
1
一
日
以
一は
.
保
険
料
巴
納
討
の
た
め
に

一

せ
ん
。

一

怪
促
状
が
出
さ
れ
て
も
柄
付
一
回
生
所
扶
助
を
受
け
て
い一
認
を
す
る
年
金
制
度
比
、
四
良
一

い
年
令
l
六
十
五
才
か
ら

一

。
一

前

E
Zれ
た
人
}
は
こ
の
制
一必
要
な
も
の
で
』ー
か
ら
大
切
に

一3
納
付
方
法

一

さ
れ
な
い

2
5
.延
滞
主
一

る
と

き

一

午
事
以
外
あ
り
ま
ぜ
ん
.
し
た
一

ろ
保
倹
輯
桐
付
期
間

l
原
則
一

問
一

度

ι郎
入
で
一一ぎ
ま
せ

't

-保
管
し
て
下
さ
い
。

↑

保
倹
岨
門
は
ヨ
が
発
行
す
る
一
が
徴
牧
さ
れ
る
外
、回世
意
摺
一

回
そ
白
他
厚
宅
、
合
令
で
宅
一戸

っ
て
戸
飼
料
な
制
度
で
あ
る
と
一

と
し
て
二
十
五
量
以
よ
一

計
一
回
市
丑
す
る
と
加
人
出
来
る
人
一E
-
保
縫
料
と
モ
の
納
付

一

団
員
年
主
明
紙
に
よ
っ
て
納
一
納
者
は
同
税
徴
収
法
に
よ
り
一

め
ら
れ
た
雄
設
に
喰
容
一
守
え

ま
す
・

一

は
年
金
の
額

一

年
一

疋
ち

「
医
茸
加
久
保
設
昔
d

一1
探
検
料
の
間

一

吋
す
る
こ
と
に

t
hリ
ま
す
.
一

滞
納
込
丹
を
受
け
る
こ
と
に

一

さ
れ
て
い
る

ιき
等
で
一六
.
年
金
の
給
付

一

一

一
一
ィ儲明
淀
川
目
立
品
開
問
問
山
一期間
一
一
諮
問
一6端部吋単位で何牢
一向
聞い
r
K
M

同
日
立
ヨ
組
組
組
組
組
組
組
制
一

一
aW3

5

豆
諸
U
N
-
-E
一
時れいに九百刊誌
一
裂
が
臨
時
間
一
話
料
トサ免除二
同
一晶

子山
富
山
市
川市
一山一室

一

ユ
一

九
七
ち

一

一
干
才
か
ら
三
十
四
才
ま
で
一

又
は
社
会
保
険
出
張
所
に
て
一

す
・
こ
の
場
合
前
納
期
間
に

一

H
所
得
が
な
い
と
き
一

一
自

一や
主
席
一
昔
満
一
滴
一
議
一
寅
一
丸
刈
同一
色

也

生

一

w
一一

一

面

明
治
三
T
九
年
一
月
額
百
円

白
色

一

そ
の
検
認
を
受
け
る
三
と
川
一

よ
っ
て
保
険
料
が
則
引
き
れ
一
何
生
苦
扶
助
以
外
の
扶
助
↓

一
閥
一
料
一世
仁
木
封
裂
お
い
畑
一来
必
対
一封

一一
必

一
=

一

か
ら
明
治
四
十
四
年
一

三
十
五
才
会
ら
五
十
九
才
ま
一

な
っ
て
い
ま
す
.
こ
こ
で
庄
一

ま
す
.

一

十
受
け
て
い
る
と
き

一
一
問
一
一
二

w
一
二

L
H
一v
一MU
一川
一
一H
一
三一
H

一同
一三
川
一

=

か
一
三一
塁

-
干
一
自
主
で
由
閣
に昌一
一

で

月
額
百
五
一
「
円
:

一

意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
町
一

7
保
険
料
の
免
埠

一

団

地
方
税
法
で
定
め
て
い
一

一
州

一回
目
一
助
一M
M一回
一同
一同
一凶
一回
一括

M
一回
一回
一凶
一
一

一

白
任
置
に
加
入
す
一2
保
強
料
品
納
付
韓
著
者

一

は
‘
印
紙
世
間
畏
年
金
手
伝一

こ
の
年
命
館
度
は
二
十
才
↑

る
障
害
者
文
は
茸
婦
で
一
一
般

一引
一、

、

、

、

一、

引
一、

ユ
一、

、

、

工
一、

一

ま
一
る
申

込

品

川

子

出

出

世

話

器

浩

二

時

間

民

間

時

間

一

一
日

雇

隠

居

間

信

厚

一

円

一

一

は
か
一
ー
7

J山
j
i
7
J
1川
一

』
4
1
一
ι

』

川

こ

ら

、
は
り
つ
け
た
ら
必
ず
検
一

な
り
ま
せ
ん
が
・
し
か
し
箆
一

ふ
ニ
と
ど
奮
し
〈
こ
ん
一

例
外
と
し
て
保
晴
棋
を
十
年
一
て
い
れ
ば
次
也
よ
う
に
支
給
-

L
一

一

出

J

z
m一

3

M

1

4
日
一

1
4
一
一

認
を
受
け
て
下
さ
い
。

一
保
投
書
の
中
に
は
・
央

重
也
一

種
で
お
ふ
い
与

一

相
暗
1
一
ー
市刊明山川
ι
1
消

去

さ

れ

ま

す

.
p
一

誠
一附
一1
0
1
周到
岨一釦
配
布
団罰則
一↑4納
M
V
造型
して・
一段
許
容
認
二
日
刊
誌
終
日
開
干
弔
市
市
町
日
付
許
庁一一

一
(

一

納

一

1
2
3
5
一J
J
川
川
一7
9
M
J
一
J
引い

!

三

ヶ

月

分

づ
っ
納
付
す
る
こ

一

人
も
あ
り
、

又
今
は
納
め
ら
一

る
こ
と
が
で
き
ま
す
・

一
一
額

一洞
一河
一円
一明
一洞
一明
一明
一洞
一洞
一明
一伺
一四
一川市
一同
一例
高

広

一

額

一

前

一

l

i

n
--
5
M
M
一1

7

2
一

7
1

と
に
な
っ
て
い
ま
す
・
2

一
れ
て
も
将
来
あ
る
時
期

E
一目

患

の

ぼ

納

二

ιE
一川

五

五

五

五

五

百

五

五

五

一

畑
一山
一川
一畑
一肌

-

一
引

r
H叫

i
l
l
i
l
i
-
-十
|
|

|

わ
ち
、

ー
か
ら
三
月
ま
で
一
納
め
ら
れ
な
い
ま
も
あ
り
一

保凶
器
の
免
除
歩
受
け
た
一
一
年

一比
一は
一月
一竺

H
一目
玉

一M
一M

E

M
-n
一釦
一幻
一n
一

一

笠

拠

出

一

加

鴻

一品

川

川
一局

調

一
抑

m

m

M

山
間
対

M
H吋

M
F一
目

出

口

町

伺
同
日
持

一

川

制

服

法

訪

日

日

目

一
一川

正

汁

ir
-
-
i
|一
斗

一

寸

一U
一

什
一一

一
削
一
哨
仰
F
U
-
-
4
ι
臼
一1
4
M
幻
一1
9
弘
山
一
I

!

I

七

月
末
日
ま
で
に
、
七
月
か
一

な
い
人
た
ち
を

運
用
ー
か
ら
は
一

t
免
除
を
受
け
引
川
た
期
間
一
一
関
一
時
一楠
一
同
一
時

一同
一附
一
時
一同
一泊
岡
山
田
一一
同
日
量

一

一
料
一
?

品

川一

一

一

一

一

一

一

一
繍
一
羽
一
一-K
一晶
一応

一札
一1
凡
一
2572A-ALK-ぷ
一点
一

一
釦
一

b

一

i
T
!

下
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環瀬警護l~
待 i
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4L溺を
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2Zニ'

3
母
子
年
金

い
葺
格
l
涯
と
子
を
聾
っ
て

い
る
失
が
死
亡
し
、
そ
の

央
が
死
ん
だ
と
き
妥
が
被

掃
除
者
で
あ
り
.
十
八
才

未
誌
の
子
と
生
計
を
同
じ

〈
し
て
い
る
こ
と
.

ろ
mt
険
料
柄
骨
』期間
1
母
子

何

一問
一例
一叩
一問
一同
一州
市
一盟
問
一
盟
問
一
向
一明
一問
一耕

一
一

レ己
J
一ぉ
一ぉ一

1
3
旦
1
1
1
J
J
E
-
-一回
一J
一日一一

…一一一一一一一一一一一一一一一時一戸一

侭

-F
研
一
m
F
E
E
M一昨
一
耕
一誠
一誠
一間
一目
…
1
2
4一

道
東
津
波
災
害
義
援

金
の
集
計
に

つ
い
て

ろ
そ続者 保
田去 に 母

親設 な科
簡保 る納

車検前付
者自期
をで 三 間
車両あケ |
めり年障
て、 51'害

い
る
こ
と。

(
う
ち
免
除
期
間
一

年
六

ヶ
月
ま
で
可
}

は
年
金
白
額

国。 ，
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1 保険料相?寸訴訟問 |年金額
すつに以 十l一一一一一一 i 

ミサ 21J盟主一- f 吐
E人る 未I30車以上31主未認 19.f.岬円
干Eと満I一一一一一一一一一一
入か き の 131年以上31年末法 20.400円
高らは 子「 一一一一一一一一
ーこ がI32年以上百年末商 2幻I自，吻o円

翌企皇天iい3
一一一一一一三 13剖s年以土3叫s年夫5港耳 ! 22.20叩o円

そ 七t員貴引|ヲ35互石E玉石王亙正一「ロ玉石2，1一函由円
白て回栴 iEl一一一一-一--一一苧一一一ト一一一
者 ぃ宗T主I3d年以上37年未満 i23.400円
がて次 投 ".， !r:: I ~1 I.. '''J-:'''::!~''#: 
費死む;1i f三位笠土EZifE-lfLqgE
つ亡依 険 1 38字以上39年末判 24日0司
てし件君 !一一一ー一一ーー---j 一一
いたにモ 1 3'ヰ以上4(，年未満 25問。円
た場骸 あ 口 百 円二f'lllIJ
子 合当 つ I .~ー四一ー一一一一」一一一一一一一

5 
い芸 i及亡80医する月目前巧

C25HE白書|詩句積雪2252!年 金 額 i民のつ険認可
以2A童話 ~ '1;.凶一色リ旦ー←- 12主主害Eh5
主gt討 。千人人 1 ._~5':強一一一1.--"竺巴! 存要口島に合 L 主
台五件 名 入日以 1 .-301~以上31年未満 !-u 仰向 1!.!!件二 つおに 、前
、才を令 百か 上|一一一一一一一一一I-;':~:~- I 間i で跨たい'* 両 で
夫主充年 円らいI 31年以上31年未満 L三f竺百一|だ あ著もて る毅あ
!こi.l'iL金 がー る1-32年以上33年末諮 I~円 l ける年目 敏 ・とる
よでて を 加入と."'.'"'' It¥保主 l己保)のと

一一一一一一ー 33年以上34年未満 8，400可

I ~ は ~~ I ~__ f:二ZEEiEE11里町|ろ
ハ狩章受守委 Lつつ 35年以上36年未満 9，000円 |年 B 
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句
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岡
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ら
れ
た
り
一


本
国
民
は
.
原
則
と
し
て
全


一の
つ
花


F
と
し
て
・
文
処
刑
制一
一一ま
尼、


生
活
程
度
的
向
上
巴
作一
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